
　普段、身近にあるもので、その価値に気付いていないすばらしいものってたくさ
んありますよね。
　私たちが住む京都府北部には、多くの観光名所がありますが、今、外国人観光客
の大注目を集めているのが、宮津市にある日本三景「天橋立」です。
　近年、舞鶴港には多くのクルーズ客船が入り、様々な国から観光客が訪れますが、
入港時には、天橋立に向かうお客さんで西舞鶴駅や京都丹後鉄道の車内はいっぱい

になります。皆さん知っていましたか。それくらい天橋立は魅力
的な場所なのです。

　クルーズ船のお客さんは多くの時間をかけな
いと訪れることができませんが、みんなの住
んでいるところからは、京都丹後鉄道に乗
ればすぐに行くことができます。
　訪れたことがない人は、是非、京都丹後鉄
道に乗って出かけてみてはいかがでしょうか？

た ん て つ こ ど も 新 聞1  令 和 元 年  冬 京 都 丹 後 鉄 道

　

伊
根
町
に
は
、
海
の
す
ぐ
側
に
建
つ
「
舟
屋
」
と
い
う
建

物
が
あ
り
ま
す
。1
階
の
一
部
が
海
に
つ
か
っ
て
い
る
た
め
、

海
か
ら
直
接
、
家
の
中
に
船
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
で
魚
を
つ
か
ま
え
る
漁
師
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
た
の
で
、

こ
の
よ
う
な
家
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

海
に
つ
か
っ
て
い
る
と
、
家
の
中
に
波
が
入
っ
て
き
て
し

ま
わ
な
い
か
な
、
っ
て
思
い
ま
し
た
か
？　

実
は
、
伊
根
町

で
舟
屋
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
ひ
み
つ
が
3
つ
あ
り
ま

す
。
1
つ
め
は
、
伊
根
湾
の
深
さ
は
50
ｍ
く
ら
い
あ
る
の
で

大
き
な
波
が
立
ち
に
く
く
、
さ
ら
に
湾
の
入
り
口
に
だ
れ
も

住
ん
で
い
な
い
青
島
と
い
う
島
が
あ
っ
て
、
そ
の
島
が
大
き

な
波
を
ふ
せ
い
で
く
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
2
つ
め
は
、
湾

の
入
り
口
が
南
向
き
に
あ
る
の
で
、
台
風
な
ど
の
影
響
を
受

け
に
く
い
こ
と
で
す
。
3
つ
め
は
、
潮
の
満
ち
引
き
の
差
が

と
て
も
小
さ
い
こ
と
で
す
。
時
間
や
季
節
に
よ
っ
て
海
の
高

さ
が
変
わ
る
の
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

伊
根
湾
で
は
海
が

高
い
と
き
と
、
低
い
と
き
の
差
が
小
さ
い
の
で
、
海
が
高
く

な
っ
て
も
（
潮
が
満
ち
て
も
）、
海
水

が
家
の
中
に
入
り
ま
せ
ん
。

　

伊
根
町
で
は
船
に
の
っ
て
海
か
ら

舟
屋
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ひ

み
つ
を
の
ぞ
き
に
遊
び
に
来
て
く
だ

さ
い
ね
。

●
行
き
方　

伊
根
浦
公
園　
（
丹
鉄
天

橋
立
駅
か
ら
バ
ス
で
約
1
時
間
）

伊
根
の
舟
屋
の
ひ
み
つ

大
江
山
の
鬼
伝
説

　

稲
葉
氏
は
、
織
田
信
長
の
家
臣
、
美
濃
の
稲
葉
一
族
の
末
裔
と
言

わ
れ
、
約
４
５
０
年
前
に
久
美
浜
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
町
で
、

麹
の
製
造
や
沿
岸
交
易
に
よ
っ
て
巨
額
の
富
を
築
き
、
明
治
18
年
か

ら
5
年
間
か
け
て
豪
華
な
屋
敷
を
建
て
ま
し
た
。

　

稲
葉
氏
は
、
大
飢
饉
の
際
に
「
ぼ
た
餅
」
を
ふ
る
ま
っ
た
り
、
ま

た
13
代
の
当
主
、稲
葉
市
郎
右
衛
門
は
、多
額
な
資
材
を
つ
ぎ
込
ん
で
、

昭
和
4
年
に
旧
国
鉄
宮
津
線
（
現 

丹
鉄
宮
豊
線
（
久
美
浜

－

豊
岡
間
））

を
開
通
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
、
地
域
に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

こ
の
稲
葉
氏
の
屋
敷
は
、「
豪
商　

稲
葉
本
家
」
と
し
て
国
登
録
有

形
文
化
財
（
平
成
15
年
）
に
も
な
っ
て
お
り
、
無
料
で
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
に
あ
る
吟
松
舎
で
は
、
名
物
の
「
ぼ
た
も
ち
」
や
「
丹

後
ば
ら
ず
し
」
を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
陶
芸
体
験
や
、
季
節
に
よ
っ
て
は
お
雛
様
の
展
示
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
家
族
で
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

●
行
き
方　

豪
商 

稲
葉
本
家　

宮
豊
線
久
美
浜
駅
下
車
徒
歩
7
分

（
５
０
０
m
）　

9
時
〜
16
時
開
館
、
水
曜
定
休

電
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　    みな　　　　  し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　  みりょく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てき　　 ば しょ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　  　　　 せん　　　　　　　　　  　　　　　　　　　 じ かん
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や 

ま 　
　
　
　
　

お 

に　

  

で 

ん　

 

せ 

つ

私たちが住む地域の魅力に気付いていますか
わたし　　　　　　　　す　　　   ち   いき　　　  み りょく　　　き     づ

車
しゃ

両
りょう

紹
しょう
介

かい

　

京
都
丹
後
鉄
道
（
通
称
：
丹
鉄
）
に
は
、
車
両
が
全
部
で
34
両
あ
り
ま
す
。
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た
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ぜ
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り
ょ
う

　

ご
う　
　

し
ょ
う　
　

  

い
な 　

     

ば　
　

     

ほ
ん　
　

   

け

どんな種類の

車両があるか

見てみよう！

皆はいくつ

知っている

        かな？

京
都
丹
後
鉄
道
に
あ
る
車
両
は

ど
ん
な
の
が
あ
る
の
？

京
都
丹
後
鉄
道
に
あ
る
車
両
は

ど
ん
な
の
が
あ
る
の
？

き
ょ
う
　
と
　  

た
ん
　 

ご      

て
つ  

ど
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

し
ゃ  

り
ょ
う

き
ょ
う
　
と
　  

た
ん
　 

ご      

て
つ  

ど
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

し
ゃ  

り
ょ
う

　

大
江
山
は
、
丹
後
と
丹
波
の
境
に
そ
び

え
る
、
こ
の
地
方
の
有
名
な
山
で
す
。
平

成
19
年
に
丹
後
天
橋
立
大
江
山
国
定
公
園

と
し
て
指
定
さ
れ
、福
知
山
市
、与
謝
野
町
、

宮
津
市
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
江
山
に
は
、
平
安
時
代
、
源
頼

光
と
い
う
有
名
な
武
士
が
、
悪
さ
の
限
り

を
尽
く
し
て
い
た
酒
呑
童
子
と
い
う
鬼
を

退
治
し
た
と
い
う
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
て
、

大
江
山
に
あ
る
「
日
本
の
鬼
の
交
流
博
物

館
」
で
そ
の
伝
説
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

博
物
館
で
は
酒
呑
童
子
だ
け
で
な
く
、
日

本
や
世
界
の
鬼
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
身

近
に
感
じ
た
り
、
怖
い
も
の
と
感
じ
た
り
、

不
思
議
な
生
き
物
で
あ
る
、
鬼
の
新
し
い

魅
力
を
発
見
で
き
る
で
し
ょ
う
。
博
物
館

で
は
、
普
段
の
内
容
と
は
違
う
展
示
会
も

随
時
開
催
し
て
い
る
の
で
、
何
度
来
て
も

飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
大
江
山
の
ま
わ
り
に
は
、
他
に

も
鬼
瓦
公
園
、
元
伊
勢
神
社
、
天
の
岩
戸

神
社
と
い
っ
た
公
園
や
、
歴
史
の
あ
る
施

設
が
あ
り
、
和
紙
伝
承
館
で
は
和
紙
づ
く
り

体
験
も
で
き
ま
す
。
ま
た
二
瀬
川
渓
流
や
雲

海
が
見
え
る
場
所
が
あ
っ
た
り
、
自
然
豊
か

な
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

鬼
伝
説
の
舞
台
で
あ
る
大
江
山
。
今
も
ど

こ
か
に
鬼
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
（
？
）
大

江
山
に
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

●
行
き
方　

日
本
の
鬼
の
交
流
博
物
館　

（
丹
鉄
大
江
駅
下
車
。
市
バ
ス
「
大
江
山
の

家
線
」
で
大
江
山
の
家
ま
で
21
分
）

クルーズ船寄港時の

　　　西舞鶴駅の様子

　　  せん　き　こう　じ

 にし まい づる えき　　　 よう  す

豪
商
稲
葉
本
家

MF 車
両

MF 車
両

タンゴタンゴ

エクス
プローラー

エクス
プローラー

コミュー
ター車両

コミュー
ター車両

KT
R 車両
KT
R 車両

KTR 300 形KTR 300 形

丹後あおま
つ号

丹後あおま
つ号

丹後あかま
つ号

丹後あかま
つ号

丹後ゆ
め 列車

丹後ゆ
め 列車

丹後の海丹後の海

美しい海や自然豊かな景色を車窓から

眺めながら、地元の旬な食材をつかっ

たお料理を楽しめるレストラン列車。

京都丹後鉄道で一番数が多い普通列車の車両。

ブルーの車体カラーに緑と赤のラインがは

いっており宮舞線・宮豊線で運行をしている。

平成 2 年と平成 4 年にそれぞれ配置さ

れ、かっこいいデザインから今も人気

があり臨時特急として活躍している。

日本三景「天橋立」と西舞鶴の間を運

行する観光列車。沿線一の絶景スポッ

トの由良川橋梁や奈具海岸を走行し運

賃＋乗車整理券 550 円で乗車できアテ

ンダントによる車内販売もある。

昭和 63 年から 31 年運行している丹鉄で

もっとも古い車両。宮津駅から福知山駅

間を運行し車内のシートは当時の新幹線

にも採用されたシートを使っている。

天橋立を象徴とする「松」をテーマとしたロ

ゴを配置し観光列車に近いデザインのシート

を使用している。白い車体から「しろまつ」

という愛称で呼ばれている。

事前に予約がなくても気軽に乗車がで

きる観光列車。ソファー席・カウンター

席など様々なタイプの座席がありアテ

ンダントによる車内販売もある。

天然木をふんだんに使用した特急車

両。車体には美しい海をイメージした

丹後ブルーの色があしらわれており京

都駅から天橋立駅など丹後エリアまで

直通運転も行っている。

2019年5月18日より運行開始した新型車両。

車両の色は鳶赤色が使われており、車両の正

面は大江山の鬼をイメージしきりりとした鬼

のような顔をしている。

一般公募によってデザインが施された

一般車両。車体には、沿線の歴史や、

特産物など関係する「鬼」や「カニ」

などが描かれている。

うつく　　　 うみ　　  し ぜんゆた　　　　  け しき　　しゃそう

 なが　　　　　　　　　　  じ もと　  しゅん  しょくざい

　　　　 りょうり　　たの　　　　　　　　　　　　　　　　

   に  ほんさんけい　 　　　　　　　 　　　   にしまいづる　  あいだ　   うん

 こう　　　　  かんこう　　　　　　 えんせんいち　　ぜっけい

　　　　　ゆ　ら  がわきょうりょう　　 な　ぐ　かいがん　　そうこう　　 うん

 ちん　   じょうしゃせいりけん　　　　　 えん　  じょうしゃ

　　　　　　　　　　　　　　  しゃないはんばい

   じ ぜん　　  よ やく　　　　　　　　　　  　

　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　せき

　　　　　　 さまざま　　　　　　　　　　  ざ せき

　　　　　　　　　　　　　　 　

 てんねんぼく　　　　　　　　　　　　  　  し よう  　　　 とっきゅうしゃ

りょう　　　　　　 　

　　 　  　　　　　　　　  いろ　　　　  　　　　　　　　　　　　　きょう

  と  えき　　　　　　　　　 　　　 　　　

ちょくつううんてん　おこな

 いっぱんこう ぼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ほどこ

　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　 　　　　　　　 れき  し

 とくさんぶつ　　　　  かんけい　　　　　　 おに

　　　　　　 えが

　　　　　  　　　  がつ　　　にち　　　　　　　　かい  し　　　　  しんがた　

　　　　　　  　　 　　とびあかいろ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょう

 めん 　　おお え やま　　 　

　　　　　　　 　かお

　　　　　　　　　　　　 　　いちばんかず　　おお　　  ふ つうれっしゃ　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  みどり　  あか

　　　　　　　　　　 みやまいせん　　みやとよせん　　　

 しょうわ　　　  　　　　　　　　　　　　うんこう　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　  ふる　　　　　　　　  みや づ えき　　　　  ふく  ち  やまえき

 かん　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　  とう  じ　　  しんかんせん

 　　  　 さいよう　 　　　　 　　　　　　　　  つか

 へいせい　　　ねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はい ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 いま　　 にん き

　　　　  　  りん  じ とっきゅう　　　　　 かつやく

　　　　　　しゅるい

 み

みんな

  し

あまのはしだて　しょうちょう　　　　　　 　   まつ

　　　　 　　　 　　 

　　　　　　  　　　　　    　　　　しろ　　 しゃたい

　　 　　　 あいしょう  　  よ

丹後くろまつ号丹後くろまつ号
ごう

けい



　

列
車
を
安
全
に
運
転
し
て
、
定
刻
（
決
ま
っ
た
時
間
）
通
り
に
お
客
様
を

乗
せ
て
目
的
の
駅
ま
で
安
全
に
移
動
す
る
こ
と
が
運
転
士
の
お
仕
事
で
す
。

　
鉄
道
会
社
に
入
社
し
て
か
ら
運
転
士
に
な
る
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の

ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。

た ん て つ こ ど も 新 聞

　

天
正
十
年（
一
五
八
二
年
）六
月
二
日
、
明
智
光
秀
は
京
都
・
本
能
寺
に
宿
泊
す
る
織
田

信
長
を
襲
い
、
信
長
を
自
害
さ
せ
ま
し
た
。
有
名
な
「
本
能
寺
の
変
」
で
す
。

　

明
智
光
秀
は
親
戚
で
あ
る
細
川
に
援
助
を
求
め
、天
下
統
一
を
目
指
し
ま
す
。
し
か
し
、

細
川
藤
孝
・
忠
興
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
忠
興
の
妻
・
玉
子
（
の
ち
の
ガ
ラ
シ
ャ
）
は
、
明

智
光
秀
の
娘
で
あ
っ
た
た
め
難
し
い
立
場
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
細
川
は
明
智
光
秀
と
の

関
係
を
絶
つ
た
め
に
、
玉
子
を
山
深
い
味
土
野
に
幽
閉
（
閉
じ
込
め
る
）
し
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、明
智
光
秀
は
天
王
山
（
大
山
崎
町
）
で
豊
臣
秀
吉
に
敗
れ
て
戦
死
し
ま
し
た
。

父
・
光
秀
の
死
、
夫
で
あ
る
忠
興
と
離
れ
て
暮
ら
す
と
い
う
二
重
の
悲
し
み
を
抱
え
、
味

土
野
に
幽
閉
さ
れ
た
玉
子
の
気
持
ち
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

　

味
土
野
で
の
生
活
は
、
玉
子
が
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
の

信
仰
に
支
え
ら
れ
た
強
い
生
き
方
は
、
国
境
を
こ
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
語
り
継
が
れ
ま

し
た
。

2  令 和 元 年  冬 京 都 丹 後 鉄 道

大
河
ド
ラ
マ

大
河
ド
ラ
マ

た
い
　  

が

た
い
　  

がど
ん
な
お
話
な
の
か
今
か
ら
勉
強
し
て
み
よ
う
！
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ど
う
や
っ
た
ら
運
転
士
に
な
れ
る
の
？

　列車に乗るときに必要な乗車券や特急券、丹鉄では昔ながらのきっぷ「硬券」を発売してお

ります。その字のごとくしっかりとしたボール紙でできたきっぷで、昔はこのきっぷが乗車券

の主流でした。

　その後、券売機やＩＣカードの普及でＪＲ各社からは姿を消し、その他の鉄道会社でも駅の

窓口のコンピュータシステム化や管理の手間、無人駅化などから、どんどん使われている鉄道

会社が少なくなってきました。

　そのような中、丹鉄では多くの有人駅窓口で発売されており、乗車券をはじめ特急列車に乗

るときに必要な特急券の硬券も用意して、まだまだ現役で多くの種類が発売されております。

　列車に乗るわくわく感を引き出すきっぷ「硬券」、丹鉄に乗るとき、駅の窓口で「○○駅ま

できっぷをください」と言ってきっぷを買って、改札で乗車スタンプを押してもらうなど駅員

さんと会話をして、列車の旅を楽しんでください。

　　   れっしゃ　　　 の　　 　　　　　　　　ひつよう　　  じょうしゃけん　　 とっきゅうけん  　   たんてつ　　　　  むかし　　　　　　　　　　　　　　　　  　　こうけん　　　　　 はつばい

　　　　　　　　　　　　　　  じ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がみ  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　

        しゅりゅう　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　 　　　　  ご　　　けん ばい　き　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ふきゅう　　　　　　　 かくしゃ　　　　　　　すがた　　  け　　　　　　　　　　  た　　　てつ どう がい しゃ　　 　　  えき

 まど ぐち　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　か　　　かん　り　　　 て　 ま　　　   む  じん えき　か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  つか

　  　　　　　  すく

　　　　　　 　　　　　　　　なか　　　　　　　　　　　　おお　　　　　ゆう じん えき まど ぐち　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とっきゅうれっしゃ　　　 の

　　　　　　　　　　ひつよう　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　よう い　　　　　　　　　　　　　　　　　 げんえき　　　　　　　　　　しゅ るい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん　　　 ひ　　　  だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　か　　　　　　　　かい さつ　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 お　　　　　　　　　　　　　　　　　えき いん

   　　　　　　  かい  わ　　　　　　　　　　　　　　　　　たび　　  たの

列車に乗ろう！列車に乗ろう！
のの

硬券硬券
こ  う

  け  ん
こ  う

  け  ん

を買っ
て

を買っ
て れっしゃれっしゃかか
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あて先は、【 〒626-0041 京都府宮津市字鶴賀 2065-4  WILLER TRAINS ㈱ たんてつこども新聞 】お待ちしてます！
たんてつこども新聞の感想、お待ちしています

皆
さ
ん
は
、
列
車
の
時
刻
表
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

時
刻
表
の
見
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
！

み
な
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
っ
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み
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養成所で半年ほど列車の

構造や、必要なルールを学び、

実際に列車を操縦しながら

運転技術を身に着けます。

ようせいじょ　　はんとし　　　　　　　　　　

こうぞう　　　　　　　　　　　　　　　　　　まな　　　

じっさい　　　　　　　　そうじゅう　　　　　　　　

うんてんぎじゅつ　　 　　　　　 　　　　　　　

まずは駅員として

きっぷの発売、

改札で案内放送など

お客様対応を経験します。

えきいん

　　　　　　　はつばい

かいさつ　　あんないほうそう　　　　

きゃくさまたいおう　   けいけん　　　　　

その後、車掌として列車に乗務し、

ドアの開け閉めや、

合図の仕方など必要な知識を

身に付けます。

　   ご    　 しゃしょう　　　　　　　　　　　じょうむ  

　あ　　　し

　 あい ず 　　  し かた　　　　 ひつよう　 　ち しき　　 　

み　　   つ  　　　　　　

「動力車操縦者免許」の

試験を受けて運転士の免許を

取得します。

どうりょくしゃそうじゅうしゃめんきょ　　　

し  けん　　 う   　　　　　　　　　　　　　　　　　 

しゅとく　　　　　　　

経　験
けいけん
Keiken

ちしき
知識

1122

知　識
ちしき
Chishiki

ぎじゅつ
技術

2233

けいけん
経験

技　術
ぎじゅつ
Gijutsu

しけん
試験

3344

ちしき
知識

試　験
しけん
Shiken

けんきょしゅとく
免許取得

44　　

ぎじゅつ
技術

西舞鶴駅～豊岡駅までの運行路線
にしまいづるえき　 とよおか　　　　  　　 うんこう ろせん

えき きごう　　がいこくじん　 かた　　　   に ほん ご　　  わ     　　　　　　　　む

　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　  

かんこうれっしゃ　 たんご　　　　　　　　ごう　　　 　　　　　　　れっしゃ

　　　  ばんごう　 すう じ　　 うし　　　　　　　　　　　　　　　　しゃりょう

はっしゃばんせん　　　　せん の　　  ば　  とうちゃく　はっしゃ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  き さい

駅記号：外国人の方など日本語が分からない方向けに
　　　　駅記号をつけて分かりやすくしています。

観光列車「丹後あかまつ号」で運行する列車

列車番号：数字の後ろにD　ディーゼル車両のD
　　　　　数字の後ろにM　モーター車両のM
発車番線：JR線乗り場に到着・発車する列車　「『JR3』のように記載」

　　 けい ゆ　　ねんりょう　　　　　 そうこう

でん き　　  つか
※ ディーゼル車両：軽油を燃料として走行する車両のこと

※ モーター車両：電気を使って走行する車両のこと

ね
ん　
　

が
つ 

じ  

て
ん

２
０
１
９
年
１
月
時
点
の
時
刻
表

とっきゅう  ほか　　　　　　　くら　もっと　 はや　　もくてきち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

　　　　　　  おうどいろ    　か しょ

かいそく　   ふ つう　　　　　  ひ かく　　　　　 とちゅう　　と　　　　えき　　かず　 すく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はいいろ　  

　　　　　　　　　たん ご　　うみ
　

特急：他の列車に比べ最も早く目的地に到着する特急券が必要な列車
　　　（黄土色の箇所）
快速：普通列車と比較して、途中で停まる駅の数が少なく普通列車よりも
　　　早く到着する列車（灰色の箇所）

特急列車「丹後の海」車両で運行する列車

観光列車「丹後あおまつ号」で運行する列車
※

※

コウノトリ自然観察会
場所：豊岡市立コウノトリ文化館

　し  ぜんかんさつかい

とよおか  し  りつ　　　 　　　　　　　ぶん か  かん

豊岡市

とよ おか  し

1/12

久美浜カキ・魚まつり
場所：京都府漁協湊支所前

 く   み  はま　　　　　  さかな

　　　　　   きょうと  ふ  ぎょきょうみなとし  しょまえ
京丹後

市きょう
たん 

 ご  
 し

1/19

大本節分大祭
場所：大本長生殿

おおもとせつぶんたいさい

おおもとちょうせいでん

綾部市

あや  べ   し

2/3

明智光秀 食の祭典
 （第 11 回福知山のうまいもの展）
場所：福知山市厚生会館、御霊公園

あけ ち  みつひで  しょく   　さいてん

 　 だい　　　　かい　　　　　　　　　　　　　　　　　　 てん

　　　　　　　　　　　　　　こうせいかいかん　　ごりょうこうえん

福知山
市ふく 

 ち  
やま 

 し

2/
 8 ～ 9

満腹祭
場所：道の駅海の京都宮津周辺

まんぷくさい

みち　　えきうみ　　きょうと　　　　しゅうへん

宮津市

みや  づ   し

2/23

ちりめん街道 ひなめぐり
場所：加悦地区　ちりめん街道

　　　　　　　　 かいどう

　　　　　　  か　や　ち　く

与謝野
町  よ  

さ  の
  ちょ

う

2/29
 ～3/4

浦嶋神社延年祭
場所：浦嶋神社

うらしまじんじゃえんねんさい 伊根町
 い   ね ちょう

3/17
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